


栗田喜久



 
令和７年度 資源生物科学専攻 動物・海洋生物科学教育コース専門問題 

 
令和７年度 

九州大学大学院生物資源環境科学府修士課程一般入試 
資源生物科学専攻 動物・海洋生物科学教育コース 

入学試験問題 模範解答 
 

専門科目（専門・専門基礎）： アクアフィールド科学研究分野 
 

受験番号：            
 
設問１ 水域で採取した水サンプル中に浮遊、存在する DNA の情報を解析して、水生生物の生息状

況を評価する手法である。種特異的プライマーを使った PCR によって、特定の種の DNA の存在を判

断する方法（定量 PCR を使った場合はその量的評価を行うことも可能）、および対象分類群に属する

種の DNA をまとめて増幅させるユニバーサルプライマー（魚類ではしばしば MiFish プライマーが使

用される）を使って PCR を行った後、次世代シーケンサーで網羅的に解析する方法（メタバーコー

ディング法と呼ばれている。分類群を生物相として評価できる）がある。採捕調査や目視調査より

も、現地におけるコストや効率、安全面等でのいくつもの利点があるとされる。 
 
設問２ 既知濃度の内部標準 DNA を試料に添加することで、メタバーコーディング法における定

量評価を可能にした手法である。これまでのメタバーコーディング法では種の在・不在を特定でき

る一方、量的評価はできなかった。その短所を解決する手法として注目されている。 

 

設問３ 

① 

BACI デザインとは、環境改変や自然再生などの人為的行為の影響を検出するための調査設計であ

り、事前（Before）と事後（After）にかけて、対照地点（Control site）と影響地点（Impact 

site）それぞれを調査する。対照地点として影響地点と類似した環境かつ事象の影響を受けていな

い場所を選定することで、事前・事後における自然的な変化を評価できる。影響地点の事前・事後

における変化を評価した上で、対照地点における変化と比較することで、事象の影響を検出でき

る。 

 

② 

塩性湿地の再生が予定されている干潟部を影響地点（Impact）、影響を受けない干潟部を対照地点

（Control）とする。生態系評価の手法の 1 つである多様度指数を算出するため、各地点の種組成

や種の豊かさを目視調査や採捕調査によって評価する。事前（Before）データを集積するために、

現在から事業が開始される 2026 年 4 月にかけて、複数回の調査をそれぞれの地点で実施する。事

後（After）データを集積するために、事業完了後にも複数回の調査をそれぞれの地点で実施す

る。汽水域の人為的行為の影響を評価するためには事業完了から 4～5 年以上はモニタリングが必

要であると考えられているため、事業計画上可能であれば 5年以上調査を継続する。得られたデー

タに基づき類似度指数を算出し、事業の影響を数値的に検出する。さらに、塩性湿地の再生効果を



評価する場合には、既存の塩性湿地を参照地点（Reference）として設定し、事前・事後調査を行

うのが望ましい（BARCI デザイン）。 

 

設問４ 

① 河口堰の上下流で塩分が淡水から高塩分へと劇的に変化すること、河口堰周辺は遡上魚の産卵

場所や待機場所が確保されていないこと、また、既設の階段式魚道は急勾配で流速が速いため、遊

泳力の小さい小型魚や底生魚の遡上が困難であることが、課題となっていた。そのため、塩分の連

続性（塩分勾配）を創出すること、魚類の生息場や産卵場を創出すること、遊泳力の乏しい小型魚

の遡上を可能とすることを目的に、多自然魚道が新設された。 

 

②緩やかな蛇行を設けて魚道の延長を長くすることで緩勾配にする、魚道内に転石を配置して小さ

な瀬淵構造を形成する、などの工夫を行った。 

 
設問５）各２点 
（１）４ （２）軟体動物 （３）陸上 （４）頭部 

（５）内臓 （６）蓋（ふた・フタ

でも可） 
（７）非対称 （８）眼 

（９）腹 （１０）貝殻（殻だけ

でも可） 
（１１）外套膜（外と

う膜でも可） 
（１２）歯舌 

（１３）分類形質 （１４）肛門 （１５）外套腔（外と

う腔でも可） 
（１６）１ 

（１７）１ （１８）トロコフォア （１９）ヴェリジャー

（ベリジャーでも可） 
（２０）稚貝 

 
設問６）各 5 点 
（１） 
魚類 

（２） 
軟体類（軟体動

物類でも可） 

（３） 
甲殻類 

（４） 
藻類 

 
設問７）４０点  
                         
                         
                         
                         
                         
                         
                         
                         
                         
                         

天然魚の漁獲量は年や季節によって大きく変動するため、価格は不安定に変動する。一方で、



養殖魚は計画的に生産・出荷されるため、変動が小さく価格も安定する。また天然魚は餌を探

したり、追いかけられたりしてよく運動するとされ、結果としてゆっくりと成長し、身がしま

って歯応えが良い傾向がある一方で、季節変動や個体差が大きい。養殖魚は十分に餌が与えら

れているので安定して脂がのり、季節や個体を問わず安定した品質になりやすい。（205 文字） 
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設問１）アクアフィールド科学分野において、水域での生物多様性調査を行う

上で必要な基礎的手法に関する知識を問う。 

 

設問２）アクアフィールド科学分野において、水域での生物多様性調査を行う

上で必要な発展的手法に関する知識を問う。 

 

設問３）アクアフィールド科学分野において、生態系の評価に関わる研究計画

を立案するための基本的知識と応用力を問う。 

 

設問４）水域の環境再生事業を事例として、アクアフィールド科学分野で必要

な自然再生に関する理解度を問う。 

 

設問５）アクアフィールド科学分野において、無脊椎動物に関する研究を行う

上で必要な生物学的専門知識を問う。 

 

設問６）アクアフィールド科学分野において、水産増養殖の研究を行う上で必

要な基礎的な水産学的知識を問う。 

 



設問７）アクアフィールド科学分野において、実践的な水産学的研究を行う上

で市場ニーズとマーケティング視点に関する基礎的知識と、文章による説明力

を問う。 

 




